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２号機 滞留水移送設備
漏えい検知器の発報について
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１．概 要

○発見日時

2015年11月5日

0時09分 2号機タービン建屋 滞留水移送設備の漏えい検知器が発報

0時11分 2号機タービン建屋→高温焼却炉設備への移送停止

0時12分 3号機タービン建屋→高温焼却炉設備への移送停止

2時30分 配管を覆っている塩化ビニール製シートからの滴下停止を確認
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２．現場状況①

○漏えい範囲
漏えい検知器区画(高さ5cm)内 2m×5mの範囲に、深さ2cm
ケーブル処理室堰 (高さ15cm) 内 5m×5mの範囲に、深さ1mm

２号機 廃棄物処理建屋

２号機 タービン建屋

囲い

漏えい検知器
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３．現場状況②

外壁

ケーブル処理室廃棄物処理建屋

漏えい
検知器

塩化ビニール製シート※

※囲いの設置出来ない範囲については、
塩化ビニール製シートを用いて、
囲いの中に導いている。

※※ 4本中3本のシートにたまり水を確認

ＰＥ管

囲い
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４．原因調査

○サンプリング結果（11月5日）

○【参考】２号機Ｔ／Ｂ滞留水サンプリング結果（9月25日）

サンプリング箇所 セシウム １３４ セシウム１３７ 全β

ケーブル処理室床 2.５×１０６ 1.1 ×１０７ 3.2 × １０７

配管（上） 4.0 ×１０６ 1.8× １０７ 5.5 × １０７

配管（中） 2.2 ×１０６ 9.5 ×１０６ 5.1 × １０７

配管（下） 3.2 ×１０６ 1.4 × １０７ 4.0 × １０７

サンプリング箇所 セシウム １３４ セシウム１３７

２号機Ｔ／Ｂ地下 2.4 ×１０６ 1. 1× １０７

○漏えい箇所の調査
漏えい箇所の調査を継続中

単位 Bq/Ｌ


